


の長い銀行」となります。

横浜為替会社も、これを組織変更した第二国立銀行

も、横浜商人の旺盛な資金需要に応じ、わが国で唯一、

貿易代金の決済に必要な洋銀券（ドル紙幣）を発行する

など、開港間もない横浜になくてはならない、横浜を、

ひいては日本を代表する銀行として足跡を残しました。

「前身銀行の誕生から当行の歴史が始まる」との考え

にたち、この創立 90 周年記念誌は、「地域とともに

141 年　横浜銀行の歩み」という標題としました。

横浜興信銀行設立後も、関東大震災、昭和初期の金

融恐慌、戦災など、苦難が続きました。戦後に入り、

横浜興信銀行の設立・開業から30 年を経た昭和 25

（1950）年、設立時に受けた「特別融資」をようやく完

済し、昭和 32（1957）年、株式会社横浜銀行に行名を

変更します。

その後、高度経済成長に乗って、当行が営業地盤と

する神奈川県および東京西南部は、日本でも有数の肥

沃なマーケットとなりました。こうした恵まれた環境

のなか、当行は、地域に支えられ、地域とともに歩ん

できましたが、オイルショックを契機とする低成長時

代への移行、バブルの崩壊、不良債権問題など、数々

の試練にも直面しました。しかしながら、こうしたこ

とを乗り越えられたのは、何よりも当行と地域のお客

さまなどとの間に、密接なリレーションシップの上に

成り立つ信頼関係があったからだと考えています。こ

のような考えのもと、当行は現在、中期経営計画「New 

Horizon 2nd Stage」で掲げる「お客さま、株主、行員、

地域社会にとって魅力あふれる金融機関」という長期

ビジョンの実現に向けて取り組んでいます。

記念誌の後半には、「横浜銀行の店舗の歴史」を収録

しました。

当行の店舗には、その地域に初めて誕生した銀行の

本支店を継承しているものが多くあり、また、戦後に

新設した店舗でも、その地域初の銀行店舗が少なくあ

りません。地域別に、前身銀行時代までさかのぼり、

店舗の開設、廃止の歴史を紹介しています。

当行では、幾多の困難を乗り越えてきた経験を活か

しながら、引き続き全役職員が一丸となって、地域の

さらなる発展に全力を尽くしてまいります。

今後とも、変わらぬご支援を賜りますよう、よろし

くお願い申しあげます。

平成 23 年 5 月

頭取　　　　　

平成 22（2010）年 12 月 16 日、横浜銀行は、大正 9

（1920）年に横浜興信銀行として設立されてから、お

かげさまで90 周年を迎えました。これはひとえに、

お客さま、株主の皆さま、地域の皆さまの長年にわた

るご愛顧の賜物であり、心から感謝申しあげます。

創立 90 周年にあたり、当行の歴史を紹介する記念

誌を刊行することとしました。地域の歴史と金融、そ

の中で当行の果たしてきた役割などについて、ご理解

を深めていただく一助となれば幸いです。

大正 9（1920）年、第一次大戦後の恐慌の影響を受け、

当時の横浜で最大規模の普通銀行であった七十四銀行

と、関連会社の横浜貯蓄銀行が経営破綻・休業しまし

た。預金者救済のため、地元財界が立ち上がり、破

綻した銀行の預金者への預金払戻しという使命をもっ

て、新銀行・横浜興信銀行が設立されます。この時、

5 万 5,000 口の預金者全員から権利の一部放棄を含む

承諾書を徴集するという難事業を、預金者の有志が中

心となって成し遂げ、政府・日本銀行による特別融資

を背負い、しかも、この特別融資に対して横浜市内に

本店を置く普通銀行 7 行の連帯保証を受けて開業しま

した。設立時の定款（原始定款）には、（専務取締役以

外の）役員は「無報酬」、株主に対しては「無配当」であ

る旨が明記されるなど、他に類を見ないきわめて公共

性の高い銀行の設立でした。預金者、無報酬で経営に

参画した役員、無配当の当行株に出資した株主など、

地域のなかでさまざまな支援があって、当行は産声を

あげることができたのです。

しかし、90 年前の横浜興信銀行の設立は、当行の

歴史のスタートではありません。当行は、県内各地に

それ以前に設立された31 行にのぼる銀行を受け継い

で、神奈川県唯一の地方銀行という姿を形づくってい

きます。これら31 行の前身銀行の誕生から当行の歴

史は始まります。

その中で、当行は、昭和 3（1928）年に第二銀行を受

け継いでいますが、第二銀行は明治 2（1869）年に設立

された横浜為替会社を起源としています。

為替会社は、｢BANK｣の訳語であり、日本で最初

の会社組織の金融機関として全国に8 社設立されまし

た。横浜以外の7 社は数年で解散しましたが、横浜為

替会社だけは、明治 5（1872）年公布の国立銀行条例に

もとづき、横浜商人からの請願により第二国立銀行

に組織変更し、のちに第二銀行となります。その第二

銀行を受け継いだ当行は、「わが国最初の近代的金融

機関である為替会社を祖先に持つ唯一の銀行」であり、

わが国に最初の国立銀行が誕生するよりも前の明治 2

（1869）年から141 年の歴史を持つ、「日本で最も歴史
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記念碑設置場所
開港地のメインストリート・
本町通り界隈

安政 6（1859）年、それまで戸数約百戸の寒村にすぎ

なかった横浜が開港した。

幕府は、長崎のような出島貿易を想定し、開港地を、

大岡川と派大岡川（現在の首都高速道路）と堀川とで他

の地域と分断して、橋を渡らなければ入れないようにし、

橋には「関」を設けた。この「関」の内側にある開港地が、

「関内」と呼ばれた。「関内」は、おおよそ、現在の JR 桜

木町駅から石川町駅までの間の、根岸線よりも海側の範

囲にあたり（伊勢佐木町などは「関」の外側であることか

ら「関外」と呼ばれていた）、日本大通をはさんで、南東

（現在の山下町）に外国人居留地、北西に日本人街が設け

られ、日本人街には、本町を中心に売込商（輸出商人）

や引取商（輸入商人）などの商店が並んだ。本町はその

名の通り「メインストリート」であった。

明治 2（1869）年、「横浜為替会社」が誕生したのは、

その本町のしかも中心、三丁目であった。大正 9（1920）

年の「横浜興信銀行」設立地は、明治 11（1878）年に第

七十四国立銀行が誕生した場所であり、本町にほど近い

南仲通二丁目である。今回、この2箇所に記念碑を設置

した。

地図をご覧いただくと分かるとおり、この2基の記念

碑は、徒歩で3分と離れていない。つまり、2つの銀行

はごく近接して存在していた。そして、横浜正金銀行（戦

後解散し、新設の東京銀行が継承）の本店（現在の県立

歴史博物館）や、現在のメガバンクにあたる銀行の横浜

支店もすぐ近くにあった。また、外国人居留地であった

山下町には外国銀行の横浜支店が多数あった。

明治から大正にかけて、本町通り界隈はまさに日本を

代表する金融街だった。

記念碑 2 基の所在地図

記念碑の
建立・除幕と寄贈

大正 9（1920）年に横浜興信銀行として設立されてか

ら90 周年を迎えた平成 22（2010）年 12 月 16 日、当

行は、「横浜興信銀行」「横浜為替会社」それぞれの設立

地に記念碑を建立し、松沢神奈川県知事、林横浜市長の

臨席をいただき、除幕をおこなった。

「横浜興信銀行設立の碑」は、90年前の大正 9（1920）

年に横浜興信銀行が設立された南仲通二丁目、現在の横

浜エステートビル前に建立した。碑文には、破綻した銀

行の預金者救済のため、地元財界の総意にもとづいて設

立された新銀行が横浜興信銀行であること、そして、こ

の時、5万 5,000 口の預金者全員から承諾書を受理し、

政府・日本銀行からの特別融資を背負い、横浜市内の普

通銀行 7行の連帯保証を受けて開業したこと、などを

記した。90 年前の横浜で起きた金融危機に際し、横浜

興信銀行が、きわめて公共性の高い、特別な使命を負っ

た銀行として設立されたことを記念する碑である。

「横浜為替会社設立の碑」は、141年前の明治 2（1869）

年に横浜為替会社が設立された本町三丁目、現在のみず

ほ銀行横浜支店前に設置した。当行の前身となった数多

くの銀行の中で、最初に誕生したのが横浜為替会社であ

る。碑文には、わが国最初の会社組織の金融機関のひと

つである横浜為替会社が、開港間もない横浜において必

要不可欠な銀行となっていたこと、そのため、解散する

ことなく、第二国立銀行、第二銀行を経て、当行に受け

継がれていったこと、などを記した。

141 年前の横浜為替会社設立は、わが国における銀

行の発祥にあたり、多々ある横浜発祥の「事始め」のひと

つと言える。歴史的価値があり、観光資源にもなるもの

と考え、この記念碑を財団法人横浜観光コンベンション・

ビューロー様に寄贈した。

2基の記念碑が、単に当行という1企業の歴史にとど

まらず、地域の歴史を後世に伝えるものとして、地域の

皆さまに親しまれる存在となることを祈念している。

平成 22（2010）年 12 月 16 日　「横浜為替会社設立の碑」の除幕

右から、
水野真紀様（横浜銀行イメージキャラクター・女優）、
松沢成文様（神奈川県知事）、
小川是（横浜銀行頭取）、
成田憲一様（財団法人横浜観光コンベンション・ビューロー専務理事）、
林文子様（横浜市長）、
原範行様（原家当主、株式会社ホテル、ニューグランド代表取締役会長）

8 序 9記念碑の設置
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